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日本に御国が来ますように

　今月も感謝を込めてごあいさつ申し上げます。

「神のなさることは、すべて時にかなって美しい。神はまた、人の心に永遠を与えられた。」
伝道者の書 3 章 11 節

　人は、なぜ生まれてきたのか？この世界はすべて偶然なのか？特に進化論を主流に教育を
受けている日本人の方々が、誰もが一度は立ち止まり人生の目的について自問自答するのでは
ないでしょうか。
　人の心は永遠にあこがれ、永遠を求めようとし、教育・科学・芸術・文学などありとあらゆる
文化を通して、つかみようのない心の渇きを求めます。そして、人は自ら神をつくり出すので
すが、宗教には明確な答えを見いだすことはできません。恐れと行いによって自分自身を納得
させ、自己満足させながら、あるいは、神の存在を否定し、自らの考えによって人間中心主義的
な価値観や人間愛に浸りながら生きることを選択します。

　しかし、人はまた、イエス・キリストと出会い、自分の人生を神に明け渡した時、創造主で
ある神と出会い、人は被造物であるという真の知識に到達します。人は神によって創造され、
この世界、全宇宙は神の意図、ご計画があることを知ります。自己中心的な罪人として神に背を
向けて、生まれたら死ぬという空虚なゴールに向かって歩んでいた人生から、神の支配される
永遠の命の世界へ向かって生きる力を聖霊によって与えられ、神と共に歩む最高の生き方へと
変えられていきます。
 
　イスラエルを軸に聖書を読む時、創世記から黙示録まで、創造主である神の意図が、この世界
にあることを知ります。世界の歴史にはゴールがあり、完成があることを知ると、出口のない
人生の放浪者としての生き方から、人生の旅人として、明確なゴールが見えてきます。
　オメガは、主のご再臨の備えとして聖書から「神のマスタープラン」をお伝えしています。
人生のあらゆる問題や問いに対して、答えを見いだすことができる唯一の書物が「聖書」であり、
その聖書を学ぶために、各種イベントやセミナー・講演活動、教材出版を行っています。その
学びが、日本の未来を開いていく鍵の一つとなることを確信しています。そしてその鍵を開く
のは祈りです。イエス様の御名によって祈る時、御国がこの地に来ます。「この日本に御国が
来ますように」。今月も皆様と共に心を合わせて祈ってまいりたいと思います。

　御国を慕うお一人おひとりの上に、主の祝福が満ちあふれますよう心よりお祈りしています。
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O m e g a  J a p a n  N e w s  L e t t e r
～ 神のマスタープラン・プロジェクト2019 ～

講　師：栄子・スティーブンス
ナビゲーター：輪嶋東太郎氏
会　場：淀橋教会（ウェスレーホール）

主　催：幻冬舎、ヴォイス・ファクトリイ株式会社
申し込み：オメガ・ジャパン事務局（別紙に詳細掲載）

・第4回
「絶体絶命の危機を超える聖書の民、
約束の土地」～中東戦争の奇跡～
日　時：9月28日（土）15時～17時

・黙示録入門コース
9月27日（金）19時～21時
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栄子・スティーブンス

日本に御国が来ますように

オメガ・ジャパンのビジョン

お知らせ／活動報告／祈りの課題 他

お墓を大切にしたイスラエルの父祖たち（前編） 

～アブラハムとサラ、ヤコブとヨセフ～

http://mikuni-ohaka.com み く に で な ご む

糸数  盛夫CEO 

Morio Itokazu

【営業本部】
〒901-2226 沖縄県宜野湾市嘉数1丁目17-10番地
【本　　社】
〒901-0362 沖縄県糸満市真栄里2021-10番地

大切な人と想い出を偲べる場所、
それがお墓。だからこそ、

心を込めてお手伝いいたします。

しの

編集後記
暑いですね。近年、世界中がとんでもなく暑くなっているようです。先日、服が汗だくになって、うっかりそのまま着ていたら冷えて突然風邪を
ひいてしまいました。私の風邪を治すコツは初期のうちに柑橘系の果物を大量に摂取することですが、結構効きます。これはかなり以前、
教会仲間に教えてもらったことです。果物ってなんかすごい！ と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（細井浩子）

活動報告 祈りの課題

1

大好評！！　日本CGNTV『シャロームイスラエルseasonⅡ』
・9月の放送予定日は、6日（金）、20日（金）の夜9時からです。
　http://japan.cgntv.net/
　※再放送は、翌日土曜日（朝8時半）、翌週火曜日（午後1時）、翌週木曜日（朝8時半）から
・放送後の視聴
　CGNTV、YouTube共に⇒「シャロームイスラエルシーズン2」で検索

大正のリバイバル100周年記念
淀橋教会 夏季特別「再臨セミナー」開催！！
7月28日（日）の午後、淀橋教会の
大正のリバイバル100周年記念
の夏季特別再臨セミナーで栄子・
スティーブンスが「イスラエルの
預言とその成就」を語らせていた
だきました。
100名以上の参加があり、皆様
熱心に聴いておられました。

2

ビル＆栄子・スティーブンス師のために
・ビル師の前立腺がんが癒やされるように。

ビル師は皆様のお祈りにより、平安の中で治療に向かって
います。放射線治療が最高最善の治療となりますよう引き
続きお祈りください。
・また、このような中で愛する妻の栄子先生を日本へ送り出

し、並々ならぬご夫妻の愛の絆、そして日本のリバイバルへ
の渇望の信仰を表明してくださっています。来日中のすべて
の活動が、「荒野で叫ぶ者の声」となって再臨の信仰復興の
道備えとなりますよう、共に覚えてお祈りください。
・次回来日予定：9月18日～10月4日

CGNTV『シャロームイスラエルseasonⅡ』の収録と放送を
覚えて
・撮影を重ねるごとに、CGNTVスタッフの番組制作への情

熱が燃えています。撮影中も、栄子先生と輪嶋氏のトークを
通して語られる、聖書の言葉に感動を覚えています。また、
毎回のお二人のステキな衣装に、番組への深い愛情と思い
を受け取っています。
・関係者全員が、さらに聖霊による一致をもって撮影に取り

組むことができますようにお祈りください。

(C)Noam Chen

大好評開講中！！　幻冬舎大学「聖書の預言は成就する」聖書入門講座 5回シリーズ
申込受付中　オメガからのお申し込みは3,000円 ⇒1,500円に

JR総武線「大久保駅」下車徒歩1分、JR山手線「新大久保駅」下車徒歩3分

Ｅメール　　info@omega.or.jp　TEL&FAX 06-6777-2117
Webサイト https://omega.or.jp/gentosha/　



アブラハムが妻サラを葬った墓
創世記 23 章で、アブラハムが妻のサラ
を葬るために墓地を購入したという話が
出てきます。アブラハムはヒッタイト人
（ヘテ人）のエフロンという人の土地に
ある、マクペラの洞窟をどんなに高額で
も買い取って、そこにサラを葬ろうと決
めていました。マムレはヘブロンにあり、
カナンの地にあります（創23:19）。
〈ダミー地図〉作成中
P
P
P
アブラハムがエフロンに申し出たとこ

ろ、エフロンは「あの畑地をあなたに差
し上げます。そこにある洞穴も差し上げ
ます。私の民の者たちの前で、それをあ
なたに差し上げます。亡くなった方を
葬ってください」（創 23:11）と快諾し
ました。
しかしアブラハムは無償で譲ってもらう
ことはできないと、「畑地の価の銀をお
支払いします。どうか私から受け取って
ください」（23:13）と固辞しています。
この土地が代々、決して他人のものとさ

女曰く、そこは自然の洞窟で奥は二つに
分かれていたということでした。
翌日、ユダヤ人たちはもう一つの筒があ
る所に行って、また夜中まで賛美をしな
がら踊り回りました。イスラム教徒たち
はまた、あきらめて去っていきました。
そして筒のある所に敷かれているじゅう
たんをめくると、この筒は前の筒より大
きくて男性が入ることができました。そ
の男性は将軍の娘さんと同じ報告をして
おり、白い物があちこちに散らばってい
たのでそれらをいくつか拾ってきまし
た。その後、イスラム教徒たちがこのこ
とを知って筒を封鎖してしまいました。
筒に入った男性が拾って来た物をよく見
ると、人の骨のようでした。一つひとつ
調べた結果、どれも別々の人の骨である
ことが分かりました。アブラハムとサラ、
イサクとリベカ、そしてヤコブとレアの
お墓を多くの人々が訪れていたことが伺
えます。神様に特別に愛された先祖の一
員となれるように、自分の家族の骨を一
かけら携えていき、マクペラの洞窟に置
いていったのだと推察されています。

父ヤコブをマクペラの墓に葬ったヨセフ
聖書はお墓を大切に考えています。創世
記 47 章 29 節と 30 節で、ヤコブは
147歳で亡くなる前に息子のヨセフを呼
び寄せてこう願いました。「『もしおまえ
の心にかなうなら……、私に愛と真実を
尽くしてくれ。私をエジプトの地には葬
らないでほしい。私が先祖とともに眠り
についたら、エジプトから運び出して、
先祖の墓に葬ってくれ。』ヨセフは言っ
た。『必ずあなたの言われたとおりにい
たします。』」
ヨセフは父ヤコブの言葉をしっかり受け
取り、ファラオの家の者たちを通して
ファラオにこう伝えました。「父は私に
誓わせて、こう申しました。『私は間も
なく死ぬ。私がカナンの地に掘った私の
墓の中に、そこに、私を葬らなければな
らない。』どうか今、父を葬りに上って
行かせてください。私はまた帰って参り
ます、と。」（50:5）。ファラオはヨセフ
の願い通り、「おまえの父がおまえに誓
わせたとおり、上って行って、おまえの

的には金額が提示されると交渉が始ま
り、ほとんどの場合半額以下で成立する
と聞いています。しかし驚くべきことに、
アブラハムは交渉なしで提示額を支払い
ました。証人となった町の門にいた長老
たちが忘れられないほどの金額であった
と思われます。
こうしてヘブロンにあるマクペラの畑地
と洞窟はアブラハムのものとなりまし
た。現在、ヨルダン西岸のヘブロンの町
に行くと、マクペラの洞窟の上に 2 千年
以上前にヘロデ大王が建てた、アブラハ
ム、イサク、ヤコブのお墓の記念館があ
ります。約 4 千年がたっても、アブラハ
ムの購入した土地は今も大切に守られて
いるのです。

なぜアブラハムはこの土地にこだわった
のか
古代のユダヤ教の本に、マクペラの洞窟
にある墓にまつわる伝説が記されていま
す。「アブラハムの羊が 1 匹、洞窟に逃
げ込み、アブラハムが追い掛けました。
洞窟に入ると奥が二つに分かれていま
す。片方の道に入って行くと突き当りに
二つのお墓があり、よく見るとそれはア
ダムとエバのお墓でした。後でもう一つ
の道に入って行くと、神様の御声がして、
『アブラハム、この先に行ってはいけな
い』と言われました。アブラハムは、も

しやここはエデンの園の入り口ではない
かと考えました。亡くなったばかりのサ
ラを葬るのに最適な場所だと思い、何が
何でもその洞窟を手に入れたくなり、銀
400 シェケルもの値段で購入しました」
というお話です。2 千年以上前に、ヘロ
デ大王がマクペラの洞窟を囲むような形
で大きな記念館を建てた時、建物の中か
ら洞窟に入ることができる煙突のような
筒を二本備えました。この記念館の屋上
にはイスラム教のモスクが建っていま
す。
1948年にイスラエルが建国しましたが、
独立戦争の休戦後、ヨルダン西岸はヨル
ダン国が取り、エルサレムもヘブロンも
ユダヤ人の聖なる場所ですが彼らは行く
ことができませんでした。1967 年の第
三次中東戦争（六日戦争）の時、短期間
でイスラエルが勝利し、ヨルダン西岸が
ユダヤ人のものとなりました。彼らが夢
にまで見ていたアブラハムのお墓がある
マクペラの洞窟を見ることができたので
す。

そこでは大勢のユダヤ教の人々や兵士た
ちが集まり、賛美をしながら踊り回って
いました。モスクで早朝の祈りをするイ
スラム教徒が見張っていましたが、ユダ
ヤ人たちは夜中の 2時になっても賛美と
踊りをやめず、しびれを切らしたイスラ
ム教徒たちは帰っていきました。それを
待っていたユダヤ人たちは、賛美と踊り
を続けながら敷いてあるじゅうたんをめ
くりました。そこにヘロデ大王がつくっ
た筒があることを知っていたからです。
しかしその筒は大人の男性が入るには狭
すぎたので、彼らはじゅうたんを元通り
にしてから解散しました。
その後、彼らが話し合った結果、イスラ
エル軍のモシェ・ダイアン将軍の娘さん
が小柄で勇敢な女性だったので彼女が
入っていくことになりました。夜になる
と再び多くのユダヤ人が賛美をしながら
踊り回り、イスラム教徒たちはまたもや
しびれを切らして帰っていきました。そ
こで、ユダヤ人たちは賛美と踊りを続け
ながら、ロープを付けた将軍の娘さんを
筒の中に入れて下ろしていきました。彼

父を葬りなさい」（50:6）と許可を与え
ました。エジプトから先祖の墓のあるカ
ナンの地まで、幾日も掛かったことで
しょう。しかしヨセフは何としても愛す
る父の思いを果たすために、マクペラの
洞窟に向かいました。ヤコブの 12 人の
息子たちは全員、父の命じた通りに行い、
ヤコブの遺骸をカナンの地に運び、マク
ペラの畑地の洞穴に葬りました。

その後、年月が過ぎ、ヨセフが 110 歳
で生涯を閉じます（創 50:22）。ヨセフ
もまた、イスラエルの子らに誓わせて、
「神は必ずあなたがたを顧みてください
ます。そのとき、あなたがたは私の遺骸
をここから携え上ってください」
（50:25）と伝えています。これほどまで
に、先祖の土地に葬られることを聖書の
人々は望んでいました。
P
そして 400 年後、今度はモーセがヨセ
フの遺骸を携えています。ヨセフが亡く

なる前に、「神は必ずあなたがたを顧み
てくださる。そのとき、あなたがたは私
の遺骸をここから携え上らなければなら
ない」（出 13:19）と堅く誓わせていた
からです。現在、ヨセフのお墓は、エフ
ライム族の土地であったナブラス（シェ
ケム）にあり、アブラハムのお墓の近く
に、ヨセフの記念碑があります。
P
後編では、ユダヤ人が霊的英雄のお墓参
りを大切にしていること、また、日本で
の他宗教の葬儀やお墓にまつわる事柄に
ついて、クリスチャンはどう祈っていく
のかを考えてみたいと思います。（次号

に続く）
在主
P

れないためにです。そこでエクロンは改
めて銀 400 シェケルの代価を示して、
アブラハムはそれを聞き入れました。そ
こにいたすべてのヒッタイト人たちが目
の前でそれを見ました。こうしてアブラ
ハムは、マムレに面するマクペラの畑地
の洞穴に、妻サラを葬ったのです
（23:19）。
P
当時の銀 400 シェケルがどれほど高価
であったのかは想像できませんが、一般
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Column　オメガ・ジャパンのビジョン
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これらを実現することが、主の再臨の備えをすることにつながると
信じて、全力でキリストの体である教会にお仕えしてまいります。

知る

祈る

つながる

伝える

創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）を知る。
また、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、聖書預言の成就を学び、
今がどんな「時」なのか知る。

神のマスタープランと「時」を知ることにより、
教会（キリストの体）が今の時代における役割を担い、
日本、アジア、イスラエル、そしてすべての国々の救いのために祈る。

キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、
そしてすべての国々から召し出された神の民が、
真の一致をもってつながる。

神のマスタープランとイスラエルの平和のために祈る重要性を伝える。
そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという「再臨の福音」を、
すべての人々に伝える。

Column　オメガ・ジャパンのミッション
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オリーブ山ユダヤ人墓地

現在のヘブロンの町

マクペラの洞穴と
ヨセフの墓

ヘブロンのマムレにあるマクペラの洞穴の
境内に建立されている建造物

建造物内部にある
アブラハムの墓

ペ
テ
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フ
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1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府
公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・
フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ

（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在は、アメリカに拠点を移し、講演や
執筆活動など聖書教師として活動。

栄子・スティーブンス

(C)Meir Rotter(C)Meir Rotter

(C)Ooman

(C)A ntv

地中海

ガザ地区

西岸地区

エルサレム

ガリラヤ湖

死海ヘブロン

ナブラス（シェケム）
ヨセフの墓

マムレ
マクペラの洞穴
父祖たちの墓

葬ろうと決めていました。マムレに面
するマクペラの洞穴はヘブロンにあり、
カナンの地にあります（創23:19）。
アブラハムがエフロンに申し出たと
ころ、エフロンは「あの畑地をあなたに
差し上げます。そこにある洞穴も差し
上げます。私の民の者たちの前で、そ
れをあなたに差し上げます。亡くなっ
た方を葬ってください」（創23:11）と快
諾しました。
しかしアブラハムは無償で譲っても
らうことはできないと、「畑地の価の
銀をお支払いします。どうか私から受
け取ってください」（23:13）と言って
固辞しています。この土地が代々、決
して他人のものとされないようにする
ためです。そこでエフロンは改めて銀
400シェケルの代価を示し、アブラハ
ムはそれを聞き入れました。そこにい
たすべてのヒッタイト人たちが目の前
でその取引を見ました。こうしてアブ
ラハムは、マムレに面するマクペラの
畑地の洞穴に、妻サラを葬ったのです
（23:19）。

アブラハムが
妻サラを葬った墓
創世記23章で、アブラハムが妻のサ
ラを葬るために墓地を購入したという
話が出てきます。アブラハムはヒッタ
イト人（ヘテ人）のエフロンという人の
土地にある、マクペラの洞穴をどんな
に高額でも買い取って、そこにサラを



アブラハムが妻サラを葬った墓
創世記 23 章で、アブラハムが妻のサラ
を葬るために墓地を購入したという話が
出てきます。アブラハムはヒッタイト人
（ヘテ人）のエフロンという人の土地に
ある、マクペラの洞窟をどんなに高額で
も買い取って、そこにサラを葬ろうと決
めていました。マムレはヘブロンにあり、
カナンの地にあります（創23:19）。
〈ダミー地図〉作成中
P
P
P
アブラハムがエフロンに申し出たとこ

ろ、エフロンは「あの畑地をあなたに差
し上げます。そこにある洞穴も差し上げ
ます。私の民の者たちの前で、それをあ
なたに差し上げます。亡くなった方を
葬ってください」（創 23:11）と快諾し
ました。
しかしアブラハムは無償で譲ってもらう
ことはできないと、「畑地の価の銀をお
支払いします。どうか私から受け取って
ください」（23:13）と固辞しています。
この土地が代々、決して他人のものとさ

女曰く、そこは自然の洞窟で奥は二つに
分かれていたということでした。
翌日、ユダヤ人たちはもう一つの筒があ
る所に行って、また夜中まで賛美をしな
がら踊り回りました。イスラム教徒たち
はまた、あきらめて去っていきました。
そして筒のある所に敷かれているじゅう
たんをめくると、この筒は前の筒より大
きくて男性が入ることができました。そ
の男性は将軍の娘さんと同じ報告をして
おり、白い物があちこちに散らばってい
たのでそれらをいくつか拾ってきまし
た。その後、イスラム教徒たちがこのこ
とを知って筒を封鎖してしまいました。
筒に入った男性が拾って来た物をよく見
ると、人の骨のようでした。一つひとつ
調べた結果、どれも別々の人の骨である
ことが分かりました。アブラハムとサラ、
イサクとリベカ、そしてヤコブとレアの
お墓を多くの人々が訪れていたことが伺
えます。神様に特別に愛された先祖の一
員となれるように、自分の家族の骨を一
かけら携えていき、マクペラの洞窟に置
いていったのだと推察されています。

父ヤコブをマクペラの墓に葬ったヨセフ
聖書はお墓を大切に考えています。創世
記 47 章 29 節と 30 節で、ヤコブは
147歳で亡くなる前に息子のヨセフを呼
び寄せてこう願いました。「『もしおまえ
の心にかなうなら……、私に愛と真実を
尽くしてくれ。私をエジプトの地には葬
らないでほしい。私が先祖とともに眠り
についたら、エジプトから運び出して、
先祖の墓に葬ってくれ。』ヨセフは言っ
た。『必ずあなたの言われたとおりにい
たします。』」
ヨセフは父ヤコブの言葉をしっかり受け
取り、ファラオの家の者たちを通して
ファラオにこう伝えました。「父は私に
誓わせて、こう申しました。『私は間も
なく死ぬ。私がカナンの地に掘った私の
墓の中に、そこに、私を葬らなければな
らない。』どうか今、父を葬りに上って
行かせてください。私はまた帰って参り
ます、と。」（50:5）。ファラオはヨセフ
の願い通り、「おまえの父がおまえに誓
わせたとおり、上って行って、おまえの

的には金額が提示されると交渉が始ま
り、ほとんどの場合半額以下で成立する
と聞いています。しかし驚くべきことに、
アブラハムは交渉なしで提示額を支払い
ました。証人となった町の門にいた長老
たちが忘れられないほどの金額であった
と思われます。
こうしてヘブロンにあるマクペラの畑地
と洞窟はアブラハムのものとなりまし
た。現在、ヨルダン西岸のヘブロンの町
に行くと、マクペラの洞窟の上に 2 千年
以上前にヘロデ大王が建てた、アブラハ
ム、イサク、ヤコブのお墓の記念館があ
ります。約 4 千年がたっても、アブラハ
ムの購入した土地は今も大切に守られて
いるのです。

なぜアブラハムはこの土地にこだわった
のか
古代のユダヤ教の本に、マクペラの洞窟
にある墓にまつわる伝説が記されていま
す。「アブラハムの羊が 1 匹、洞窟に逃
げ込み、アブラハムが追い掛けました。
洞窟に入ると奥が二つに分かれていま
す。片方の道に入って行くと突き当りに
二つのお墓があり、よく見るとそれはア
ダムとエバのお墓でした。後でもう一つ
の道に入って行くと、神様の御声がして、
『アブラハム、この先に行ってはいけな
い』と言われました。アブラハムは、も

しやここはエデンの園の入り口ではない
かと考えました。亡くなったばかりのサ
ラを葬るのに最適な場所だと思い、何が
何でもその洞窟を手に入れたくなり、銀
400 シェケルもの値段で購入しました」
というお話です。2 千年以上前に、ヘロ
デ大王がマクペラの洞窟を囲むような形
で大きな記念館を建てた時、建物の中か
ら洞窟に入ることができる煙突のような
筒を二本備えました。この記念館の屋上
にはイスラム教のモスクが建っていま
す。
1948年にイスラエルが建国しましたが、
独立戦争の休戦後、ヨルダン西岸はヨル
ダン国が取り、エルサレムもヘブロンも
ユダヤ人の聖なる場所ですが彼らは行く
ことができませんでした。1967 年の第
三次中東戦争（六日戦争）の時、短期間
でイスラエルが勝利し、ヨルダン西岸が
ユダヤ人のものとなりました。彼らが夢
にまで見ていたアブラハムのお墓がある
マクペラの洞窟を見ることができたので
す。

そこでは大勢のユダヤ教の人々や兵士た
ちが集まり、賛美をしながら踊り回って
いました。モスクで早朝の祈りをするイ
スラム教徒が見張っていましたが、ユダ
ヤ人たちは夜中の 2時になっても賛美と
踊りをやめず、しびれを切らしたイスラ
ム教徒たちは帰っていきました。それを
待っていたユダヤ人たちは、賛美と踊り
を続けながら敷いてあるじゅうたんをめ
くりました。そこにヘロデ大王がつくっ
た筒があることを知っていたからです。
しかしその筒は大人の男性が入るには狭
すぎたので、彼らはじゅうたんを元通り
にしてから解散しました。
その後、彼らが話し合った結果、イスラ
エル軍のモシェ・ダイアン将軍の娘さん
が小柄で勇敢な女性だったので彼女が
入っていくことになりました。夜になる
と再び多くのユダヤ人が賛美をしながら
踊り回り、イスラム教徒たちはまたもや
しびれを切らして帰っていきました。そ
こで、ユダヤ人たちは賛美と踊りを続け
ながら、ロープを付けた将軍の娘さんを
筒の中に入れて下ろしていきました。彼

父を葬りなさい」（50:6）と許可を与え
ました。エジプトから先祖の墓のあるカ
ナンの地まで、幾日も掛かったことで
しょう。しかしヨセフは何としても愛す
る父の思いを果たすために、マクペラの
洞窟に向かいました。ヤコブの 12 人の
息子たちは全員、父の命じた通りに行い、
ヤコブの遺骸をカナンの地に運び、マク
ペラの畑地の洞穴に葬りました。

その後、年月が過ぎ、ヨセフが 110 歳
で生涯を閉じます（創 50:22）。ヨセフ
もまた、イスラエルの子らに誓わせて、
「神は必ずあなたがたを顧みてください
ます。そのとき、あなたがたは私の遺骸
をここから携え上ってください」
（50:25）と伝えています。これほどまで
に、先祖の土地に葬られることを聖書の
人々は望んでいました。
P
そして 400 年後、今度はモーセがヨセ
フの遺骸を携えています。ヨセフが亡く

なる前に、「神は必ずあなたがたを顧み
てくださる。そのとき、あなたがたは私
の遺骸をここから携え上らなければなら
ない」（出 13:19）と堅く誓わせていた
からです。現在、ヨセフのお墓は、エフ
ライム族の土地であったナブラス（シェ
ケム）にあり、アブラハムのお墓の近く
に、ヨセフの記念碑があります。
P
後編では、ユダヤ人が霊的英雄のお墓参
りを大切にしていること、また、日本で
の他宗教の葬儀やお墓にまつわる事柄に
ついて、クリスチャンはどう祈っていく
のかを考えてみたいと思います。（次号

に続く）
在主
P

れないためにです。そこでエクロンは改
めて銀 400 シェケルの代価を示して、
アブラハムはそれを聞き入れました。そ
こにいたすべてのヒッタイト人たちが目
の前でそれを見ました。こうしてアブラ
ハムは、マムレに面するマクペラの畑地
の洞穴に、妻サラを葬ったのです
（23:19）。
P
当時の銀 400 シェケルがどれほど高価
であったのかは想像できませんが、一般
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Column　オメガ・ジャパンのビジョン
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これらを実現することが、主の再臨の備えをすることにつながると
信じて、全力でキリストの体である教会にお仕えしてまいります。

知る

祈る

つながる

伝える

創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）を知る。
また、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、聖書預言の成就を学び、
今がどんな「時」なのか知る。

神のマスタープランと「時」を知ることにより、
教会（キリストの体）が今の時代における役割を担い、
日本、アジア、イスラエル、そしてすべての国々の救いのために祈る。

キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、
そしてすべての国々から召し出された神の民が、
真の一致をもってつながる。

神のマスタープランとイスラエルの平和のために祈る重要性を伝える。
そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという「再臨の福音」を、
すべての人々に伝える。

Column　オメガ・ジャパンのミッション
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オリーブ山ユダヤ人墓地

現在のヘブロンの町

マクペラの洞穴と
ヨセフの墓

ヘブロンのマムレにあるマクペラの洞穴の
境内に建立されている建造物

建造物内部にある
アブラハムの墓

ペ
テ
ロ
が
滞
在
し
て
い
た

ヤ
ッ
フ
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旧
市
街
に
あ
る
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1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府
公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・
フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ

（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在は、アメリカに拠点を移し、講演や
執筆活動など聖書教師として活動。

栄子・スティーブンス

(C)Meir Rotter(C)Meir Rotter

(C)Ooman

(C)A ntv

地中海

ガザ地区

西岸地区

エルサレム

ガリラヤ湖

死海ヘブロン

ナブラス（シェケム）
ヨセフの墓

マムレ
マクペラの洞穴
父祖たちの墓

当時の銀400シェケルがどれほど高
価であったのかは想像できませんが、
一般的には金額が提示されると交渉が
始まり、ほとんどの場合半額以下で成
立すると聞いています。しかし驚くべ
きことに、アブラハムは交渉なしで提
示額を支払いました。証人となった町
の門にいた長老たちが忘れられないほ
どの金額であったと思われます。
こうしてヘブロンにあるマクペラの
畑地と洞穴はアブラハムのものとなり
ました。現在、ヨルダン西岸のヘブロ
ンの町に行くと、マクペラの洞穴の上
に2千年以上前にヘロデ大王が建てた、
アブラハム、イサク、ヤコブのお墓の
記念館があります。約4千年がたって
も、アブラハムの購入した土地は今も
大切に守られているのです。

なぜアブラハムは
この土地にこだわったのか
古代のユダヤ教の本に、マクペラの
洞穴にある墓にまつわる伝説が記され
ています。「アブラハムの羊が1匹、洞
穴に逃げ込み、アブラハムが追い掛け
ました。洞穴に入ると奥が二つに分か
れています。片方の道に入って行くと
突き当りに二つのお墓があり、よく見
るとそれはアダムとエバのお墓でした。
後でもう一つの道に入って行くと、神
様の御声がして、『アブラハム、この先
に行ってはいけない』と言われました。
アブラハムは、もしやここはエデンの
園の入り口ではないかと考えました。
亡くなったばかりのサラを葬るのに最
適な場所だと思い、何が何でもその洞
穴を手に入れたくなり、銀400シェケ
ルもの値段で購入しました」というお話
です。2千年以上前に、ヘロデ大王がマ

クペラの洞穴を囲むような形で大きな
記念館を建てた時、建物の中から洞穴
に入ることができる煙突のような筒を
二本備えました。この記念館の屋上に
はイスラム教のモスクが建っています。
1948年にイスラエルが建国しまし
たが、独立戦争の休戦後、ヨルダン西
岸はヨルダン国が取り、エルサレムも
ヘブロンもユダヤ人の聖なる場所です
が彼らは行くことができませんでした。
しかし、1967年の第三次中東戦争（六
日戦争）でイスラエルが勝利し、ヨルダ
ン西岸がユダヤ人のものとなりました。
彼らが夢にまで見ていたアブラハムの
お墓があるマクペラの洞穴を見ること
ができたのです。

そこでは大勢のユダヤ教の人々や
兵士たちが集まり、賛美をしながら踊
り回っていました。モスクで早朝の祈
りをするイスラム教徒が見張っていま
したが、ユダヤ人たちは夜中の2時に
なっても賛美と踊りをやめず、しびれ
を切らしたイスラム教徒たちは帰って
いきました。それを待っていたユダヤ
人たちは、賛美と踊りを続けながら敷
いてあるじゅうたんをめくりました。
そこにヘロデ大王がつくった筒がある
ことを知っていたからです。しかしそ
の筒は大人の男性が入るには狭すぎた
ので、彼らはじゅうたんを元通りにし
てから解散しました。
その後、彼らが話し合った結果、イ
スラエル軍のモーシェ・ダヤン将軍の
娘さんが小柄で勇敢な女性だったので
彼女が入っていくことになりました。
夜になると再び多くのユダヤ人が賛美
をしながら踊り回り、イスラム教徒た
ちはまたもやしびれを切らして帰って
いきました。そこで、ユダヤ人たちは
賛美と踊りを続けながら、ロープを付
けた将軍の娘さんを筒の中に入れて下
ろしていきました。彼女曰く、そこは
自然の洞穴で奥は二つに分かれていた
ということでした。
翌日、ユダヤ人たちはもう一つの筒
がある所に行って、また夜中まで賛美

をしながら踊り回りました。イスラム
教徒たちはまた、あきらめて去ってい
きました。そして筒のある所に敷かれ
ているじゅうたんをめくると、この筒
は前の筒より大きくて男性が入ること
ができました。その男性は将軍の娘さ
んと同じ報告をしており、白い物があ
ちこちに散らばっていたのでそれらを
いくつか拾ってきました。その後、イ
スラム教徒たちがこのことを知って筒
を封鎖してしまいました。
筒に入った男性が拾って来た物をよ
く見ると、人の骨のようでした。一つ
ひとつ調べた結果、どれも別々の人の
骨であることが分かりました。アブラ
ハムとサラ、イサクとリベカ、そして
ヤコブとレアのお墓を多くの人々が訪
れていたことが伺えます。神様に特別
に愛された先祖の一員となれるように、
自分の家族の骨を一かけら携えていき、
マクペラの洞穴に置いていったのだと
推察されています。

父ヤコブをマクペラの
墓に葬ったヨセフ
聖書はお墓を大切に考えています。
創世記47章29節と30節で、ヤコブは
147歳で亡くなる前に息子のヨセフを
呼び寄せてこう願いました。「『もしお
まえの心にかなうなら……、私に愛と
真実を尽くしてくれ。私をエジプトの
地には葬らないでほしい。私が先祖と
ともに眠りについたら、エジプトから
運び出して、先祖の墓に葬ってくれ。』
ヨセフは言った。『必ずあなたの言われ
たとおりにいたします。』」
ヨセフは父ヤコブの言葉をしっかり
受け取り、ファラオの家の者たちを通
してファラオにこう伝えました。「父は
私に誓わせて、こう申しました。『私は
間もなく死ぬ。私がカナンの地に掘っ
た私の墓の中に、そこに、私を葬らな
ければならない。』どうか今、父を葬り
に上って行かせてください。私はまた
帰って参ります、と」（50:5）。ファラオ
はヨセフの願い通り、「おまえの父がお
まえに誓わせたとおり、上って行って、



アブラハムが妻サラを葬った墓
創世記 23 章で、アブラハムが妻のサラ
を葬るために墓地を購入したという話が
出てきます。アブラハムはヒッタイト人
（ヘテ人）のエフロンという人の土地に
ある、マクペラの洞窟をどんなに高額で
も買い取って、そこにサラを葬ろうと決
めていました。マムレはヘブロンにあり、
カナンの地にあります（創23:19）。
〈ダミー地図〉作成中
P
P
P
アブラハムがエフロンに申し出たとこ

ろ、エフロンは「あの畑地をあなたに差
し上げます。そこにある洞穴も差し上げ
ます。私の民の者たちの前で、それをあ
なたに差し上げます。亡くなった方を
葬ってください」（創 23:11）と快諾し
ました。
しかしアブラハムは無償で譲ってもらう
ことはできないと、「畑地の価の銀をお
支払いします。どうか私から受け取って
ください」（23:13）と固辞しています。
この土地が代々、決して他人のものとさ

女曰く、そこは自然の洞窟で奥は二つに
分かれていたということでした。
翌日、ユダヤ人たちはもう一つの筒があ
る所に行って、また夜中まで賛美をしな
がら踊り回りました。イスラム教徒たち
はまた、あきらめて去っていきました。
そして筒のある所に敷かれているじゅう
たんをめくると、この筒は前の筒より大
きくて男性が入ることができました。そ
の男性は将軍の娘さんと同じ報告をして
おり、白い物があちこちに散らばってい
たのでそれらをいくつか拾ってきまし
た。その後、イスラム教徒たちがこのこ
とを知って筒を封鎖してしまいました。
筒に入った男性が拾って来た物をよく見
ると、人の骨のようでした。一つひとつ
調べた結果、どれも別々の人の骨である
ことが分かりました。アブラハムとサラ、
イサクとリベカ、そしてヤコブとレアの
お墓を多くの人々が訪れていたことが伺
えます。神様に特別に愛された先祖の一
員となれるように、自分の家族の骨を一
かけら携えていき、マクペラの洞窟に置
いていったのだと推察されています。

父ヤコブをマクペラの墓に葬ったヨセフ
聖書はお墓を大切に考えています。創世
記 47 章 29 節と 30 節で、ヤコブは
147歳で亡くなる前に息子のヨセフを呼
び寄せてこう願いました。「『もしおまえ
の心にかなうなら……、私に愛と真実を
尽くしてくれ。私をエジプトの地には葬
らないでほしい。私が先祖とともに眠り
についたら、エジプトから運び出して、
先祖の墓に葬ってくれ。』ヨセフは言っ
た。『必ずあなたの言われたとおりにい
たします。』」
ヨセフは父ヤコブの言葉をしっかり受け
取り、ファラオの家の者たちを通して
ファラオにこう伝えました。「父は私に
誓わせて、こう申しました。『私は間も
なく死ぬ。私がカナンの地に掘った私の
墓の中に、そこに、私を葬らなければな
らない。』どうか今、父を葬りに上って
行かせてください。私はまた帰って参り
ます、と。」（50:5）。ファラオはヨセフ
の願い通り、「おまえの父がおまえに誓
わせたとおり、上って行って、おまえの

的には金額が提示されると交渉が始ま
り、ほとんどの場合半額以下で成立する
と聞いています。しかし驚くべきことに、
アブラハムは交渉なしで提示額を支払い
ました。証人となった町の門にいた長老
たちが忘れられないほどの金額であった
と思われます。
こうしてヘブロンにあるマクペラの畑地
と洞窟はアブラハムのものとなりまし
た。現在、ヨルダン西岸のヘブロンの町
に行くと、マクペラの洞窟の上に 2 千年
以上前にヘロデ大王が建てた、アブラハ
ム、イサク、ヤコブのお墓の記念館があ
ります。約 4 千年がたっても、アブラハ
ムの購入した土地は今も大切に守られて
いるのです。

なぜアブラハムはこの土地にこだわった
のか
古代のユダヤ教の本に、マクペラの洞窟
にある墓にまつわる伝説が記されていま
す。「アブラハムの羊が 1 匹、洞窟に逃
げ込み、アブラハムが追い掛けました。
洞窟に入ると奥が二つに分かれていま
す。片方の道に入って行くと突き当りに
二つのお墓があり、よく見るとそれはア
ダムとエバのお墓でした。後でもう一つ
の道に入って行くと、神様の御声がして、
『アブラハム、この先に行ってはいけな
い』と言われました。アブラハムは、も

しやここはエデンの園の入り口ではない
かと考えました。亡くなったばかりのサ
ラを葬るのに最適な場所だと思い、何が
何でもその洞窟を手に入れたくなり、銀
400 シェケルもの値段で購入しました」
というお話です。2 千年以上前に、ヘロ
デ大王がマクペラの洞窟を囲むような形
で大きな記念館を建てた時、建物の中か
ら洞窟に入ることができる煙突のような
筒を二本備えました。この記念館の屋上
にはイスラム教のモスクが建っていま
す。
1948年にイスラエルが建国しましたが、
独立戦争の休戦後、ヨルダン西岸はヨル
ダン国が取り、エルサレムもヘブロンも
ユダヤ人の聖なる場所ですが彼らは行く
ことができませんでした。1967 年の第
三次中東戦争（六日戦争）の時、短期間
でイスラエルが勝利し、ヨルダン西岸が
ユダヤ人のものとなりました。彼らが夢
にまで見ていたアブラハムのお墓がある
マクペラの洞窟を見ることができたので
す。

そこでは大勢のユダヤ教の人々や兵士た
ちが集まり、賛美をしながら踊り回って
いました。モスクで早朝の祈りをするイ
スラム教徒が見張っていましたが、ユダ
ヤ人たちは夜中の 2時になっても賛美と
踊りをやめず、しびれを切らしたイスラ
ム教徒たちは帰っていきました。それを
待っていたユダヤ人たちは、賛美と踊り
を続けながら敷いてあるじゅうたんをめ
くりました。そこにヘロデ大王がつくっ
た筒があることを知っていたからです。
しかしその筒は大人の男性が入るには狭
すぎたので、彼らはじゅうたんを元通り
にしてから解散しました。
その後、彼らが話し合った結果、イスラ
エル軍のモシェ・ダイアン将軍の娘さん
が小柄で勇敢な女性だったので彼女が
入っていくことになりました。夜になる
と再び多くのユダヤ人が賛美をしながら
踊り回り、イスラム教徒たちはまたもや
しびれを切らして帰っていきました。そ
こで、ユダヤ人たちは賛美と踊りを続け
ながら、ロープを付けた将軍の娘さんを
筒の中に入れて下ろしていきました。彼

父を葬りなさい」（50:6）と許可を与え
ました。エジプトから先祖の墓のあるカ
ナンの地まで、幾日も掛かったことで
しょう。しかしヨセフは何としても愛す
る父の思いを果たすために、マクペラの
洞窟に向かいました。ヤコブの 12 人の
息子たちは全員、父の命じた通りに行い、
ヤコブの遺骸をカナンの地に運び、マク
ペラの畑地の洞穴に葬りました。

その後、年月が過ぎ、ヨセフが 110 歳
で生涯を閉じます（創 50:22）。ヨセフ
もまた、イスラエルの子らに誓わせて、
「神は必ずあなたがたを顧みてください
ます。そのとき、あなたがたは私の遺骸
をここから携え上ってください」
（50:25）と伝えています。これほどまで
に、先祖の土地に葬られることを聖書の
人々は望んでいました。
P
そして 400 年後、今度はモーセがヨセ
フの遺骸を携えています。ヨセフが亡く

なる前に、「神は必ずあなたがたを顧み
てくださる。そのとき、あなたがたは私
の遺骸をここから携え上らなければなら
ない」（出 13:19）と堅く誓わせていた
からです。現在、ヨセフのお墓は、エフ
ライム族の土地であったナブラス（シェ
ケム）にあり、アブラハムのお墓の近く
に、ヨセフの記念碑があります。
P
後編では、ユダヤ人が霊的英雄のお墓参
りを大切にしていること、また、日本で
の他宗教の葬儀やお墓にまつわる事柄に
ついて、クリスチャンはどう祈っていく
のかを考えてみたいと思います。（次号

に続く）
在主
P

れないためにです。そこでエクロンは改
めて銀 400 シェケルの代価を示して、
アブラハムはそれを聞き入れました。そ
こにいたすべてのヒッタイト人たちが目
の前でそれを見ました。こうしてアブラ
ハムは、マムレに面するマクペラの畑地
の洞穴に、妻サラを葬ったのです
（23:19）。
P
当時の銀 400 シェケルがどれほど高価
であったのかは想像できませんが、一般
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これらを実現することが、主の再臨の備えをすることにつながると
信じて、全力でキリストの体である教会にお仕えしてまいります。

知る

祈る

つながる

伝える

創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）を知る。
また、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、聖書預言の成就を学び、
今がどんな「時」なのか知る。

神のマスタープランと「時」を知ることにより、
教会（キリストの体）が今の時代における役割を担い、
日本、アジア、イスラエル、そしてすべての国々の救いのために祈る。

キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、
そしてすべての国々から召し出された神の民が、
真の一致をもってつながる。

神のマスタープランとイスラエルの平和のために祈る重要性を伝える。
そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという「再臨の福音」を、
すべての人々に伝える。

Column　オメガ・ジャパンのミッション
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オリーブ山ユダヤ人墓地

現在のヘブロンの町

マクペラの洞穴と
ヨセフの墓

ヘブロンのマムレにあるマクペラの洞穴の
境内に建立されている建造物

建造物内部にある
アブラハムの墓

ペ
テ
ロ
が
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在
し
て
い
た
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1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府
公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・
フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ

（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在は、アメリカに拠点を移し、講演や
執筆活動など聖書教師として活動。

栄子・スティーブンス

(C)Meir Rotter(C)Meir Rotter

(C)Ooman

(C)A ntv

地中海

ガザ地区

西岸地区

エルサレム

ガリラヤ湖

死海ヘブロン

ナブラス（シェケム）
ヨセフの墓

マムレ
マクペラの洞穴
父祖たちの墓

おまえの父を葬りなさい」（50:6）と許可
を与えました。エジプトから先祖の墓
のあるカナンの地まで、幾日も掛かっ
たことでしょう。しかしヨセフは何と
しても愛する父の思いを果たすために、
マクペラの洞穴に向かいました。ヤコ
ブの12人の息子たちは全員、父の命じ
た通りに行い、ヤコブの遺骸をカナン
の地に運び、マクペラの畑地の洞穴に
葬りました。

その後、年月が過ぎ、ヨセフは110
歳で生涯を閉じます（創50:22）。ヨセ
フもまた、イスラエルの子らに誓わせ
て、「神は必ずあなたがたを顧みてくだ
さいます。そのとき、あなたがたは私
の遺骸をここから携え上ってください」
（50:25）と伝えています。これほどまで
に、先祖の土地に葬られることを聖書
の人々は望んでいました。
そして400年後、今度はモーセがヨ
セフの遺骸を携え運んでいます。ヨセ
フが亡くなる前に、「神は必ずあなた

がたを顧みてくださる。そのとき、あ
なたがたは私の遺骸をここから携え上
らなければならない」（出13:19）と、イ
スラエルの子らに堅く誓わせていたか
らです。現在、ヨセフのお墓は、エフ
ライム族の土地であったナブラス（シェ
ケム）にあり、アブラハムのお墓の近く
に、ヨセフの記念碑があります。

後編では、ユダヤ人が霊的英雄のお
墓参りを大切にしていたこと、また、
日本における他宗教の葬儀やお墓にま
つわる事柄について、クリスチャンは
どう祈っていくのかを考えてみたいと
思います。
（次号に続く）

在主



0120-392-756

日本に御国が来ますように

　今月も感謝を込めてごあいさつ申し上げます。

「神のなさることは、すべて時にかなって美しい。神はまた、人の心に永遠を与えられた。」
伝道者の書 3 章 11 節

　人は、なぜ生まれてきたのか？この世界はすべて偶然なのか？特に進化論を主流に教育を
受けている日本人の方々が、誰もが一度は立ち止まり人生の目的について自問自答するのでは
ないでしょうか。
　人の心は永遠にあこがれ、永遠を求めようとし、教育・科学・芸術・文学などありとあらゆる
文化を通して、つかみようのない心の渇きを求めます。そして、人は自ら神をつくり出すので
すが、宗教には明確な答えを見いだすことはできません。恐れと行いによって自分自身を納得
させ、自己満足させながら、あるいは、神の存在を否定し、自らの考えによって人間中心主義的
な価値観や人間愛に浸りながら生きることを選択します。

　しかし、人はまた、イエス・キリストと出会い、自分の人生を神に明け渡した時、創造主で
ある神と出会い、人は被造物であるという真の知識に到達します。人は神によって創造され、
この世界、全宇宙は神の意図、ご計画があることを知ります。自己中心的な罪人として神に背を
向けて、生まれたら死ぬという空虚なゴールに向かって歩んでいた人生から、神の支配される
永遠の命の世界へ向かって生きる力を聖霊によって与えられ、神と共に歩む最高の生き方へと
変えられていきます。
 
　イスラエルを軸に聖書を読む時、創世記から黙示録まで、創造主である神の意図が、この世界
にあることを知ります。世界の歴史にはゴールがあり、完成があることを知ると、出口のない
人生の放浪者としての生き方から、人生の旅人として、明確なゴールが見えてきます。
　オメガは、主のご再臨の備えとして聖書から「神のマスタープラン」をお伝えしています。
人生のあらゆる問題や問いに対して、答えを見いだすことができる唯一の書物が「聖書」であり、
その聖書を学ぶために、各種イベントやセミナー・講演活動、教材出版を行っています。その
学びが、日本の未来を開いていく鍵の一つとなることを確信しています。そしてその鍵を開く
のは祈りです。イエス様の御名によって祈る時、御国がこの地に来ます。「この日本に御国が
来ますように」。今月も皆様と共に心を合わせて祈ってまいりたいと思います。

　御国を慕うお一人おひとりの上に、主の祝福が満ちあふれますよう心よりお祈りしています。

2019年9月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

05 06

〒540-0004 
大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

https://omega.or.jp/
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O m e g a  J a p a n  N e w s  L e t t e r
～ 神のマスタープラン・プロジェクト2019 ～

講　師：栄子・スティーブンス
ナビゲーター：輪嶋東太郎氏
会　場：淀橋教会（ウェスレーホール）

主　催：幻冬舎、ヴォイス・ファクトリイ株式会社
申し込み：オメガ・ジャパン事務局（別紙に詳細掲載）

・第4回
「絶体絶命の危機を超える聖書の民、
約束の土地」～中東戦争の奇跡～
日　時：9月28日（土）15時～17時

・黙示録入門コース
9月27日（金）19時～21時

お知らせ

 横田 聖子
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栄子・スティーブンス

日本に御国が来ますように

オメガ・ジャパンのビジョン

お知らせ／活動報告／祈りの課題 他

お墓を大切にしたイスラエルの父祖たち（前編） 

～アブラハムとサラ、ヤコブとヨセフ～

http://mikuni-ohaka.com み く に で な ご む

糸数  盛夫CEO 

Morio Itokazu

【営業本部】
〒901-2226 沖縄県宜野湾市嘉数1丁目17-10番地
【本　　社】
〒901-0362 沖縄県糸満市真栄里2021-10番地

大切な人と想い出を偲べる場所、
それがお墓。だからこそ、

心を込めてお手伝いいたします。

しの

編集後記
暑いですね。近年、世界中がとんでもなく暑くなっているようです。先日、服が汗だくになって、うっかりそのまま着ていたら冷えて突然風邪を
ひいてしまいました。私の風邪を治すコツは初期のうちに柑橘系の果物を大量に摂取することですが、結構効きます。これはかなり以前、
教会仲間に教えてもらったことです。果物ってなんかすごい！ と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（細井浩子）

活動報告 祈りの課題

1

大好評！！　日本CGNTV『シャロームイスラエルseasonⅡ』
・9月の放送予定日は、6日（金）、20日（金）の夜9時からです。
　http://japan.cgntv.net/
　※再放送は、翌日土曜日（朝8時半）、翌週火曜日（午後1時）、翌週木曜日（朝8時半）から
・放送後の視聴
　CGNTV、YouTube共に⇒「シャロームイスラエルシーズン2」で検索

大正のリバイバル100周年記念
淀橋教会 夏季特別「再臨セミナー」開催！！
7月28日（日）の午後、淀橋教会の
大正のリバイバル100周年記念
の夏季特別再臨セミナーで栄子・
スティーブンスが「イスラエルの
預言とその成就」を語らせていた
だきました。
100名以上の参加があり、皆様
熱心に聴いておられました。

2

ビル＆栄子・スティーブンス師のために
・ビル師の前立腺がんが癒やされるように。

ビル師は皆様のお祈りにより、平安の中で治療に向かって
います。放射線治療が最高最善の治療となりますよう引き
続きお祈りください。
・また、このような中で愛する妻の栄子先生を日本へ送り出

し、並々ならぬご夫妻の愛の絆、そして日本のリバイバルへ
の渇望の信仰を表明してくださっています。来日中のすべて
の活動が、「荒野で叫ぶ者の声」となって再臨の信仰復興の
道備えとなりますよう、共に覚えてお祈りください。
・次回来日予定：9月18日～10月4日

CGNTV『シャロームイスラエルseasonⅡ』の収録と放送を
覚えて
・撮影を重ねるごとに、CGNTVスタッフの番組制作への情

熱が燃えています。撮影中も、栄子先生と輪嶋氏のトークを
通して語られる、聖書の言葉に感動を覚えています。また、
毎回のお二人のステキな衣装に、番組への深い愛情と思い
を受け取っています。
・関係者全員が、さらに聖霊による一致をもって撮影に取り

組むことができますようにお祈りください。

(C)Noam Chen

大好評開講中！！　幻冬舎大学「聖書の預言は成就する」聖書入門講座 5回シリーズ
申込受付中　オメガからのお申し込みは3,000円 ⇒1,500円に

JR総武線「大久保駅」下車徒歩1分、JR山手線「新大久保駅」下車徒歩3分

Ｅメール　　info@omega.or.jp　TEL&FAX 06-6777-2117
Webサイト https://omega.or.jp/gentosha/　
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日本に御国が来ますように

　今月も感謝を込めてごあいさつ申し上げます。

「神のなさることは、すべて時にかなって美しい。神はまた、人の心に永遠を与えられた。」
伝道者の書 3 章 11 節

　人は、なぜ生まれてきたのか？この世界はすべて偶然なのか？特に進化論を主流に教育を
受けている日本人の方々が、誰もが一度は立ち止まり人生の目的について自問自答するのでは
ないでしょうか。
　人の心は永遠にあこがれ、永遠を求めようとし、教育・科学・芸術・文学などありとあらゆる
文化を通して、つかみようのない心の渇きを求めます。そして、人は自ら神をつくり出すので
すが、宗教には明確な答えを見いだすことはできません。恐れと行いによって自分自身を納得
させ、自己満足させながら、あるいは、神の存在を否定し、自らの考えによって人間中心主義的
な価値観や人間愛に浸りながら生きることを選択します。

　しかし、人はまた、イエス・キリストと出会い、自分の人生を神に明け渡した時、創造主で
ある神と出会い、人は被造物であるという真の知識に到達します。人は神によって創造され、
この世界、全宇宙は神の意図、ご計画があることを知ります。自己中心的な罪人として神に背を
向けて、生まれたら死ぬという空虚なゴールに向かって歩んでいた人生から、神の支配される
永遠の命の世界へ向かって生きる力を聖霊によって与えられ、神と共に歩む最高の生き方へと
変えられていきます。
 
　イスラエルを軸に聖書を読む時、創世記から黙示録まで、創造主である神の意図が、この世界
にあることを知ります。世界の歴史にはゴールがあり、完成があることを知ると、出口のない
人生の放浪者としての生き方から、人生の旅人として、明確なゴールが見えてきます。
　オメガは、主のご再臨の備えとして聖書から「神のマスタープラン」をお伝えしています。
人生のあらゆる問題や問いに対して、答えを見いだすことができる唯一の書物が「聖書」であり、
その聖書を学ぶために、各種イベントやセミナー・講演活動、教材出版を行っています。その
学びが、日本の未来を開いていく鍵の一つとなることを確信しています。そしてその鍵を開く
のは祈りです。イエス様の御名によって祈る時、御国がこの地に来ます。「この日本に御国が
来ますように」。今月も皆様と共に心を合わせて祈ってまいりたいと思います。

　御国を慕うお一人おひとりの上に、主の祝福が満ちあふれますよう心よりお祈りしています。

2019年9月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

05 06

〒540-0004 
大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

https://omega.or.jp/

Contents

Omega Japan

89
2019 SEP. issue

n°

O m e g a  J a p a n  N e w s  L e t t e r
～ 神のマスタープラン・プロジェクト2019 ～

講　師：栄子・スティーブンス
ナビゲーター：輪嶋東太郎氏
会　場：淀橋教会（ウェスレーホール）
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・第4回
「絶体絶命の危機を超える聖書の民、
約束の土地」～中東戦争の奇跡～
日　時：9月28日（土）15時～17時

・黙示録入門コース
9月27日（金）19時～21時

お知らせ

 横田 聖子
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04

Greetings

Message

05

06

Column

infomation

栄子・スティーブンス

日本に御国が来ますように

オメガ・ジャパンのビジョン

お知らせ／活動報告／祈りの課題 他

お墓を大切にしたイスラエルの父祖たち（前編） 

～アブラハムとサラ、ヤコブとヨセフ～

http://mikuni-ohaka.com み く に で な ご む

糸数  盛夫CEO 

Morio Itokazu

【営業本部】
〒901-2226 沖縄県宜野湾市嘉数1丁目17-10番地
【本　　社】
〒901-0362 沖縄県糸満市真栄里2021-10番地

大切な人と想い出を偲べる場所、
それがお墓。だからこそ、

心を込めてお手伝いいたします。

しの

編集後記
暑いですね。近年、世界中がとんでもなく暑くなっているようです。先日、服が汗だくになって、うっかりそのまま着ていたら冷えて突然風邪を
ひいてしまいました。私の風邪を治すコツは初期のうちに柑橘系の果物を大量に摂取することですが、結構効きます。これはかなり以前、
教会仲間に教えてもらったことです。果物ってなんかすごい！ と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（細井浩子）

活動報告 祈りの課題

1

大好評！！　日本CGNTV『シャロームイスラエルseasonⅡ』
・9月の放送予定日は、6日（金）、20日（金）の夜9時からです。
　http://japan.cgntv.net/
　※再放送は、翌日土曜日（朝8時半）、翌週火曜日（午後1時）、翌週木曜日（朝8時半）から
・放送後の視聴
　CGNTV、YouTube共に⇒「シャロームイスラエルシーズン2」で検索

大正のリバイバル100周年記念
淀橋教会 夏季特別「再臨セミナー」開催！！
7月28日（日）の午後、淀橋教会の
大正のリバイバル100周年記念
の夏季特別再臨セミナーで栄子・
スティーブンスが「イスラエルの
預言とその成就」を語らせていた
だきました。
100名以上の参加があり、皆様
熱心に聴いておられました。

2

ビル＆栄子・スティーブンス師のために
・ビル師の前立腺がんが癒やされるように。

ビル師は皆様のお祈りにより、平安の中で治療に向かって
います。放射線治療が最高最善の治療となりますよう引き
続きお祈りください。
・また、このような中で愛する妻の栄子先生を日本へ送り出

し、並々ならぬご夫妻の愛の絆、そして日本のリバイバルへ
の渇望の信仰を表明してくださっています。来日中のすべて
の活動が、「荒野で叫ぶ者の声」となって再臨の信仰復興の
道備えとなりますよう、共に覚えてお祈りください。
・次回来日予定：9月18日～10月4日

CGNTV『シャロームイスラエルseasonⅡ』の収録と放送を
覚えて
・撮影を重ねるごとに、CGNTVスタッフの番組制作への情

熱が燃えています。撮影中も、栄子先生と輪嶋氏のトークを
通して語られる、聖書の言葉に感動を覚えています。また、
毎回のお二人のステキな衣装に、番組への深い愛情と思い
を受け取っています。
・関係者全員が、さらに聖霊による一致をもって撮影に取り

組むことができますようにお祈りください。

(C)Noam Chen

大好評開講中！！　幻冬舎大学「聖書の預言は成就する」聖書入門講座 5回シリーズ
申込受付中　オメガからのお申し込みは3,000円 ⇒1,500円に

JR総武線「大久保駅」下車徒歩1分、JR山手線「新大久保駅」下車徒歩3分

Ｅメール　　info@omega.or.jp　TEL&FAX 06-6777-2117
Webサイト https://omega.or.jp/gentosha/　
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す
べ
て
の
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に
向
け
て
書
か
れ
た

「
神
様
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」を

お
伝
え
す
る
た
め
に

9
2019 SEP. issue再 臨 の 希 望を伝える情 報 誌 大好評！！

『シャロームイスラエルseasonⅡ』
金曜日夜9時から放送中!!

（再放送は、翌日土曜日朝8時半／翌週火曜日午後1時／翌週木曜日朝8時半から）

CGNTV、YouTube共に　　

放送後の視聴

シャロームイスラエルシーズン2

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索



あ
る
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
方
が
、
再
臨
信

仰
の
重
要
性
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
た
そ
う
で
す
。

「
十
字
架
が
聖
書
の
心
臓
部
で
あ
る
な
ら
、
再
臨

は
そ
の
脳
髄
で
あ
ろ
う
。
再
臨
な
し
に
十
字
架
は

意
味
を
な
さ
な
い
。
従
っ
て
、
我
々
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
は
再
臨
の
信
仰
の
立
場
に
立
っ
て
聖
書
を
通
観

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
。

初
代
教
会
は
、
再
臨
の
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
死

で
一
度
は
失
望
と
絶
望
の
淵
に
置
か
れ
ま
し
た

が
、
父
な
る
神
の
愛
の
極
み
と
い
う
べ
き
預
言
の

成
就
、
御
子
イ
エ
ス
の
復
活
を
見
て
か
ら
は
、
喜

び
と
証
し
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

オ
メ
ガ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
再
臨
を

待
ち
望
む
信
仰
に
よ
っ
て
、
現
代
日
本
の
抱
え
る

社
会
問
題
（
超
高
齢
化
・
少
子
化
問
題
、
自
然
災

害
の
増
加
、
自
殺
者
の
増
加
、
戦
争
の
危
機
感

等
々
）
に
対
し
て
も
希
望
を
指
し
示
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
聖
書
に
答
え

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
教
会
ま
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

一
人
ひ
と
り
が
日
本
社
会
に
向
け
て
、「
聖
書
」

の
言
葉
を
伝
え
る
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
講
演
活
動
を
通
し
て
学
び
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
C
G
N
T
V
の
番
組
『
シ
ャ
ロ
ー

ム
イ
ス
ラ
エ
ル
』
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
ど
な
た
で
も
イ
ス
ラ
エ
ル
を
軸
と
し
て
「
聖

書
」
を
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
後

世
に
残
る
映
像
教
材
と
な
る
よ
う
、
収
録
一
本
一

本
の
撮
影
に
全
ス
タ
ッ
フ
が
心
を
注
い
で
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
聖
書
の
預
言
は
100
％
実
現
し
て
い
る
」―

イ

ス
ラ
エ
ル
に
18
年
間
在
住
し
た
栄
子
・
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ス
は
い
つ
で
も
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。
オ
メ

ガ
の
映
像
・
書
籍
教
材
、
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
活

動
、
T
V
番
組
の
中
で
、
自
身
が
目
の
当
た
り
に

し
て
き
た
現
地
イ
ス
ラ
エ
ル
で
の
神
様
の
驚
く
べ

き
御
業
を
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
語
り
で
聖
書
の
預

言
に
沿
っ
て
解
説
し
て
ま
い
り
ま
す
。

聖
書
は
宗
教
書
で
は
な
く
預
言
書
で
あ
り
、
ま

た
黙
示
録
に
は
未
来
へ
の
希
望
の
啓
示
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
講
演
活
動
と
T
V
番
組
の
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
を
務
め
る
輪
嶋
東
太
郎
氏
は
、
日
本
の
人
々

に
「
聖
書
」
の
本
質
的
な
価
値
を
お
伝
え
す
る
と

い
う
最
高
の
使
命
を
受
け
取
り
、
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

「
聖
書
」
は
特
定
の
人
を
対
象
に
書
か
れ
た
書
物

で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
に
向
け
て
書
か
れ
た

「
神
様
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
で
す
。
そ
の
聖
書

を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
軸
に
し
て
読
み
解
い
て
い
く

な
ら
、
聖
書
は
長
い
歴
史
を
舞
台
に
し
た
神
様
の

人
類
へ
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
こ
と
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
神
様
の
愛
に
感
動
し
、
神
様
の

ご
計
画
に
驚
き
、
神
様
の
偉
大
な
御
名
を
ほ
め
た

た
え
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
「
神
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
前
進
し
続
け
ま

す
！ 

共
に
ご
再
臨
に
あ
る
希
望
を
、
こ
の
国
に

伝
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

オ
メ
ガ
・
ジ
ャ
パ
ン
編
集
部

神のマスタープラン・プロジェクト2019

聖
書
は

長
い
歴
史
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に
し
た

神
様
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へ
の

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

「
聖
書
の
預
言
は
100
％
実
現
し
て
い
る
」
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栄
子
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス

淀
橋
教
会
で
開
催
さ
れ
た
幻
冬
舎
大
学
の
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
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